
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆記具において、
　Ａ．その使用中の筆記具の保持及び制御を容易にし得るようにその周りに外側把持面を
画成する外筒手段を備え、該外筒手段が、
　　（１）先端の開口部を画成する外筒枠組体手段であって、内部を貫通して長手方向に
伸長し且つ前記先端開口部と流体連通状態にある軸方向穴手段を更に画成する外筒枠組体
手段と、
　　（２）前記外筒枠組体に画成され且つ筆記具の使用中、該筆記具の把持を容易にし得
るようにされた把持部分であって、前記軸方向穴手段が貫通して軸方向に伸長する、中空
のコア部材を有する把持部分を備え、前記中空のコア部材及び前記外筒枠組体手段が、前
記把持部分にてその周りに伸長する把持溝手段を画成し、
　　（３）前記外筒手段の前記把持部分の前記中空のコア部材の周りに伸長し且つ該把持
部分に固定状態に固着された、前記把持溝内に固定状態に取り付けた外筒把持手段であっ
て、筆記具の把持を容易にし且つその感触の制御を向上させ得るように前記外筒の枠組体
手段よりも可撓的な弾力性を有し且つ柔軟性のある材料で出来た外筒把持手段を備え、前
記外筒把持手段及び前記外筒枠組体は２つの異なる材料を共成形して成り、前記外筒把持
手段及び前記外筒枠組体は共に前記外筒手段の上に前記外側把持面を画成し、
　Ｂ．筆記媒体を保持し且つ分配する媒体の保持手段を備え、該媒体の保持手段が、
　　 (１ )その内部に筆記媒体を保持する媒体リザーバと、
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　　 (２ )所望に応じて筆記媒体の分配を容易にし得るように前記媒体リザーバと流体流れ
連通状態にある分配先端とを備え、前記媒体の保持手段が、前記外筒の枠組体手段の前記
軸方向穴手段内に配置可能であり、前記分配先端が、マーキングを容易にし得るように前
記先端の開口部を貫通して外方に伸長

筆
記具。
【請求項２】
　請求項１に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、前記中空のコア部材が、前記軸方向穴が貫通して軸方向に伸長する、管状
の形状をしている、筆記具。
【請求項３】
　請求項１に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、前記把持部分が、前記媒体の保持手段の分配先端にてマーキングし得るよ
うに感触の制御及び把持の快適さ更に向上させるべく前記先端開口部に隣接して前記外筒
枠組体の上に配置可能である、筆記具。
【請求項４】
　請求項１に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、前記外筒枠組体手段が、該外筒骨組体手段の強度を向上させ得るように高
密度ポリプロピレンで出来ている、筆記具。
【請求項５】
　請求項１に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、前記把持手段が、その可撓的弾力性を向上させ得るように熱可塑性のゴム
エラストマーで出来ている、筆記具。
【請求項６】
　請求項１に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、前記外筒把持手段が、その使用中、前記把持部分の可撓的弾力性を増し得
るように少なくとも１つの圧縮スロット手段を画成する、筆記具。
【請求項７】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、前記圧縮スロット手段が、把持したとき、前記把持部分の可撓的弾力性を
更に向上させ得るように、前記軸方向穴手段に対して垂直に前記外筒の把持手段の外周の
周りを横方向に伸長する複数の圧縮スロットにして互いに間隔をおいて配置されている複
数の圧縮スロットを含んでいる、筆記具。
【請求項８】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、前記外筒の把持手段が、その把持中、前記把持部分の可撓的弾力性を更に
増し得るように少なくとも１つの凹状のディンプル手段を画成する、筆記具。
【請求項９】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、前記凹状のディンプル手段の少なくとも１つが、前記把持部分の可撓的弾
力性を更に向上させ且つその把持を更に容易にすべく少なくとも部分的に同程度伸長する
ように前記圧縮スロット手段の少なくとも１つ内に少なくとも部分的に配置される、筆記
具。
【請求項１０】
　請求項１に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、前記外筒の枠組体手段が、ユーザによる前記外筒の把持を容易にし得るよ
うに、前記外筒手段の外側把持面に沿って長手方向に前記把持部分から伸長する、長手方
向溝手段を更に画成する、筆記具。
【請求項１１】
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しており、
　前記把持部分が、その相対的な位置決めをカスタムメイドのように形成することを容易
にし得るように外筒の把持手段に対する分配先端の方向を修正すべく変形可能である、
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　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具において、ユーザによる前記外筒手段の把持を容易にし得るように、前記長手方向
溝手段内に配置された補助的な把持手段を更に備え、該補助的な把持手段が、その感触の
制御及び把持の快適さ向上させ得るように前記外筒枠組体手段よりも可撓的な弾性材料で
出来ている、筆記具。
【請求項１２】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具において、前記外筒枠組体手段が、前記外筒手段の外側把持面に沿って見得るよう
に前記長手方向溝手段及び前記補助的な把持手段を貫通して外方に伸長するデザイン表示
部材を画成する、筆記具。
【請求項１３】
　請求項１に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、前記外筒枠組体手段が、前記媒体保持手段を前記軸方向穴手段に対して取
り外し且つ交換するのを容易にし得るように貫通して伸長し且つ前記先端開口部から空間
的に配置された前記軸方向穴手段と流体流れ連通状態にある頂部開口部を更に画成する、
筆記具。
【請求項１４】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具において、前記外筒枠組体手段を貫通して伸長する前記軸方向穴手段が、その成形
を容易にし且つ前記媒体の保持手段をその内部に配置し且つ除去し易いように前記頂部開
口部に隣接した部分で横方向外方に拡がっているようにした、筆記具。
【請求項１５】
　請求項１に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、貫通して軸方向に伸長する案内スロットを画する円錐形の案内部材を更に
備え、前記枠組体手段が、該手段に固定状態に固着され且つその前記先端開口部の周りに
伸長するねじ付きカラー部材を備え、該ねじ付きカラー部材が、前記円錐形の案内部材に
対して係合し、その両者の固着を容易にし、前記案内スロットが前記先端開口部及び前記
軸方向穴手段に対して整合し、その使用の間、前記媒体保持手段の前記分配先端を保持し
且つ案内することを容易にし、前記外筒枠組体手段の前記先端開口部を貫通して伸長し、
マーキングし得るように前記案内スロット内に伸長することを容易にする、筆記具。
【請求項１６】
　請求項１に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、キャップ手段を更に備え、前記外筒手段が、平坦な表面の上に水平に位置
したとき、改良に係る筆記具が転がるのを防止するのを容易にするためその外側把持面に
配置された少なくとも１つの突き出し突起手段を画成し、該突き出し突起手段が、前記外
筒手段に取り付けられたとき、前記キャップ手段に対して係合し、その両者の脱着可能な
係合を容易にする、筆記具。
【請求項１７】
　請求項１に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆
記具において、前記中空のコア部材が、前記軸方向穴手段に沿って無孔である、筆記具。
【請求項１８】
　感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆記具において、
　Ａ．その使用中の筆記具の保持及び制御を容易にし得るようにその周りに外側把持面を
画成する外筒手段を備え、
　該外筒手段が、
　　（１）先端の開口部を画成する外筒枠組体手段であって、貫通して長手方向に伸長し
且つ前記先端開口部と流体連通状態にある軸方向穴手段を更に画成する外筒枠組体手段と
、
　　（２）前記外筒枠組体に画成され且つその使用中、筆記具の把持を容易にし得るよう
にされた把持部分にして、管状の形状の中空のコア部材を有する把持部分であって、前記
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軸方向穴手段が前記中空のコア部材を貫通して軸方向に伸長し、前記中空のコア部材及び
前記外筒枠組体手段が、前記把持部分にてその周りに伸長する把持溝手段を画成し、前記
把持部分が、筆記具の把持を容易にし得るように前記外筒手段の形状をカスタムメイドの
ようにすべく変形可能であり、前記中空のコア部材及び前記把持部分が、前記把持溝手段
の全体に亙って無孔であるようになされた把持部分と、
　　（３）前記外筒手段の前記把持部分の前記中空のコア部材の周りに伸長し且つ該把持
部分に固定状態に固着された、前記把持溝内に固定状態に取り付けた外筒の把持手段であ
って、筆記具の把持を容易にし且つその感触の制御を向上させ得るように前記外筒枠組体
手段よりも可撓的に弾性で且つ柔軟性のある材料で出来た外筒の把持手段と、
　を備え、
　前記外筒の把持手段及び前記外筒枠組体は２つの異なる材料を共成形して成り、前記外
筒の把持手段及び前記外筒枠組体は共に前記外筒手段の上に前記外側把持面を画成し、前
記把持手段が、その可撓的な弾性を向上させ得るように形成された複数の圧縮スロット手
段及び凹状ディンプル手段を画成し、
　Ｂ．筆記媒体を保持し且つ分配する媒体の保持手段を備え、該媒体の保持手段が、
　　 (１ )その内部に筆記媒体を保持する媒体リザーバと、
　　 (２ )所望に応じて筆記媒体の分配を容易にし得るように前記媒体リザーバと流体流れ
連通状態にある分配先端とを備え、
　前記媒体の保持手段が、前記外筒の枠組体手段の前記軸方向穴内に配置可能であり、前
記分配先端が、マーキングを容易にし得るように前記先端の開口部を貫通して外方に伸長

筆
記具。
【請求項１９】
　感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される筆記具において、
　Ａ．その使用中の筆記具の保持及び制御を容易にし得るようにその周りに外側把持面を
画成する外筒手段を備え、該外筒手段が、
　　（１）互いに空間的に配置された、先端の開口部及び頂部の開口部を画成する外筒枠
組体手段であって、その前記頂部の開口部に横方向に隣接してする外方に拡がる外筒枠組
体手段を備え、該外筒枠組体手段が、貫通して前記先端の開口部から長手方向に前記頂部
の開口部まで伸長し且つアクセスを容易にし得るように前記頂部の開口部に隣接して外方
に拡がる軸方向穴を更に画成し、前記外筒枠組体手段が、その強度を向上させ得るように
高密度ポリプロピレンで出来ており、前記枠組体手段が、ユーザによる前記外筒の保持を
容易にし得るように前記外筒手段の外側把持面に沿って長手方向に前記把持部分から伸長
する長手方向溝を画成し、前記外筒枠組体手段が、固定状態に固着され且つ前記先端の開
口部の周囲を伸長するねじ付きカラー部材を更に備え、
　　（２）前記先端開口部に隣接して前記外筒枠組体に画成され且つその使用中、筆記具
の把持を容易にし得るようにされた把持部分であって、管状の形状の中空のコア部材を有
する把持部分を備え、前記軸方向穴手段が貫通して軸方向に伸長し、前記中空のコア部材
及び前記枠組体手段が、前記把持部分にてその周りに伸長する把持溝手段を画成し、前記
把持部分が、その把持を容易にすべく前記外筒手段の形状をカスタムメイドのようにすべ
く変形可能であり、前記中空のコア部材及び前記把持部分が、前記把持溝手段の全体に亙
って無孔であり、
　　（３）その可撓的弾力性が得られるように熱可塑性のゴムエラストマーから成る外筒
の把持手段であって、前記把持溝の前記把持部分の前記中空のコア部材の周りに伸長し且
つ該把持部分に固定状態に固着された、前記把持溝内に固定状態に取り付けた外筒の把持
手段を備え、前記外筒の把持手段が、筆記具の把持を容易にし且つその感触の制御を向上
させ得るように前記外筒枠組体手段よりも可撓的に弾性で且つ柔軟性があり、前記外筒の
把持手段及び前記外筒枠組体は２つの異なる材料を共成形して成り、前記外筒の把持手段
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しており、
　前記把持部分が、その相対的な位置決めをカスタムメイドのように形成することを容易
にし得るように外筒の把持手段に対する分配先端の方向を修正すべく変形可能である、



及び前記外筒枠組体は共に前記外筒手段の上に前記外側把持面を画成し、前記外筒の把持
手段が、その可撓的弾力性を向上させ得るように複数の圧縮スロット手段と凹状ディンプ
ル手段とを画成し、前記圧縮スロット手段が、その可撓性を向上させ得るように前記軸方
向穴手段に対して垂直に前記外筒の把持手段の外周の周りを横方向に伸長し、前記凹状デ
ィンプル手段が、その可撓的弾力性を更に向上させ得るように、前記圧縮スロット手段と
少なくとも部分的に同程度伸長する位置に配置され、
　　（４）ユーザによる前記外筒手段の把持を向上させ得るように、前記長手方向溝手段
内に配置された補助的な把持手段を更に備え、該補助的な把持手段が、その感触の制御及
び把持の快適さを向上させ得るように前記外筒枠組体手段よりも可撓的弾力性材料で出来
ており、
　前記外筒の枠組体手段が、前記外筒手段の外側把持面に沿って見得るように前記長手方
向溝手段及び前記補助的な把持手段を貫通して外方に伸長するデザイン表示部材を画成し
、
　Ｂ．貫通して軸方向に伸長する案内スロットを画成する円錐形の案内部材を備え、前記
ねじ付きカラー部材が、前記案内スロットが前記先端開口部及び前記軸軸方向穴に対して
整合した状態にて、その間の固着を容易にさせ得るように前記円錐形の案内部材に対して
係合可能であり、
　Ｃ．筆記媒体を保持し且つ分配する媒体の保持手段を備え、該媒体の保持手段が、
　　（１）筆記媒体を内部に保持する媒体リザ―バと、
　　（２）所望に応じて筆記媒体の分配を容易にし得るように前記媒体リザーバと流体流
れ連通する分配先端とを備え、前記媒体保持手段が、前記外筒枠組体手段の前記軸方向穴
手段内に及び前記円錐形の案内部材の案内スロット内に配置可能であり、前記分配先端が
、そのマーキングを容易にし得るように貫通して外方に伸長

筆
記具。
【請求項２０】
　感触の制御及び把持の快適さが向上した共成形により形成される筆記具を製造する方法
において、
　Ａ．軸方向穴手段が貫通して軸方向に伸長する状態にて全体として長い外筒枠組体部材
を成形することと、
　Ｂ．軸方向穴手段の周りに伸長して把持溝を画成し得る把持部分を外筒枠組体部材に画
成することと、
　Ｃ．外筒枠組体部材の把持部分に固定状態に固定され且つその周りに伸長するように外
筒枠組体の材料よりも可撓的弾力性を有する材料にて把持溝内で外筒の把持部材を成形す
ることと、
　Ｄ．その可撓的弾力性を向上させ且つその保持の間、感触の制御及び把持の快適さを向
上させ得るように、外筒の把持部材の外面の周りに伸長する複数の圧縮スロットにして互
いに間隔をおいて配置される複数の圧縮スロットを形成することとを備

筆記具
を製造する方法。
【請求項２１】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、外筒の枠組体部材の前記成形が、高密度プロピレン材料
にて行われる、筆記具を製造する方法。
【請求項２２】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、把持部材の前記成形が、その可撓的弾力性を向上させ得
るように熱可塑性のゴムエラストマー材料にて行われる、筆記具を製造する方法。
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しており、
　前記把持部分が、その相対的な位置決めをカスタムメイドのように形成することを容易
にし得るように外筒の把持手段に対する分配先端の方向を修正すべく変形可能である、

え、
　把持溝内にて外筒枠組体に形成された把持部分が、略長い外筒の枠組体部材の形状をカ
スタムメイドのように改変することを許容し得るように選択的に曲げ可能である、
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【請求項２３】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、外筒の枠組体に形成された把持部分が中空のコア部材の
形状にて形成される、方法。
【請求項２４】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、中空のコア部材が無孔に形成される、方法。
【請求項２５】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、さらに、外筒の把持部材の可撓的弾力性を向上させ得る
ように複数の凹状のディンプルを形成することを含む、方法。
【請求項２６】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、圧縮スロット及び凹状のディンプルが、ユーザによる筆
記具の把持の快適さ及び感触の制御を向上させるように外筒部材の可撓的弾力性を更に向
上させるべく互いに対して少なくとも部分的に同程度伸長可能に形成される、方法。
【請求項２７】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、前記圧縮スロットが、外筒の把持部材の外面の周りで周
方向に伸長する、方法。
【請求項２８】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、その把持を容易にするため、長い外筒を枠組体部材に沿
って伸長する長手方向溝を画成することを更に含む、方法。
【請求項２９】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、その把持を更に容易にするため、長手方向溝内に配置さ
れた補助的な把持部材を形成すること更に含む、方法。
【請求項３０】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、前記長手方向溝には、見得るように貫通して上方に伸長
するデザイン表示部材が形成され、補助的な把持部材が該長手方向溝内に配置される、方
法。
【請求項３１】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、外筒の枠組体を成形する前記ステップが、水平面に配置
されたとき、筆記具が転がるのを最小にし得るようにその長い外側から外方に伸長する突
起部材を形成することを含む、方法。
【請求項３２】
　請求項 に記載の感触の制御及び把持の快適さが向上した、共成形により形成される
筆記具を製造する方法において、外筒の枠組体部材に対して脱着可能な係合を容易にし得
るように突起部材に対して筆記具の各端部の外側を伸長するように位置決め可能で且つ係
合可能なキャップ部材を形成することを更に含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、全体として、筆記具、より具体的には、ペン、マーカ、マーキングペン、万年
筆、鉛筆及びシャープペンシルなどに関する。
【０００２】
【従来の技術】
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従来、これら筆記具のデザインは、略円筒形の形状を有する標準的な外筒ハウジングを含
んでいた。また、より柔軟でより柔軟性及び可撓性がある弾性材料で形成することができ
、より容易に把持可能な外輪郭を画成する、外部から取り付けられる器具を含む、改良さ
れた把持促進装置が利用されていた。表面の手触り及び形状に関して、これらのデザイン
は、基本的な器具自体の把持特徴を向上させている。しかしながら、本発明は、独特に、
共成形された（ｃｏ－ｍｏｌｄｅｄ）外筒（バレル、ｂａｒｒｅｌ）本体を提供するもの
である。この場合、外側の可撓的弾力性部材は、好ましくは、無孔の内部コアの周りに形
成される溝（チャネル）内にて共成形される。該コアは、通常は、より硬いプラスチック
材料で作られる。このようにすることにより、製造又は成形が容易になり、また、手触り
の感触を具合をより良いものとすることができ、ユーザの手の個別の幾何学的形態にした
がって所望通りに曲げられることによって外筒を特注品のようにすることができる。
【０００３】
筆記具の把持の特徴及び感触のな快適さを向上させる目的のため、多くの装置が特許され
ている。以下に、これら特許を掲げる。
１９３５年４月９日付けで、オー・ハーバー（Ｏ．Ｈｕｂｅｒ）に付与され且つイーグル
・ペンシル・カンパニー（Ｅａｇｌｅ　Ｐｅｎｃｉｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）に譲渡された、
「シャープペンシル用のデザイン（Ｄｅｓｉｇｎ　Ｆｏｒ　Ａ　Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　
Ｐｅｎｃｉｌ）」と名称の米国意匠特許第９５，１３５号；１９７１年９月１４日付けで
、ジェィ・コリンズ（Ｊ．Ｃｏｌｌｉｎｓ）及びその他の者に対し特許され且つコリンズ
（Ｃｏｌｌｉｓ）に譲渡された、「筆記具（Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔ）」と
いう名称の米国意匠特許第２２１，９０６号；１９７９年８月２８日付けで、オー・サブ
レット（Ｏ．Ｓｕｂｌｅｔｔｅ）に対し特許された「ペン（Ｐｅｎ）」という名称の米国
意匠特許第２５２，７５７号；１９８０年９月１６日付けで、ピー・ポストレホブスキー
－アクセル（Ｐ．Ｐｏｓｔｒｅｈｏｖｓｋｙ－Ａｘｅｌ）に対し特許された「筆記具（Ｗ
ｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ）」という名称の米国意匠特許第２５６，９２５号
；１９９０年４月２４日付けで、エヌ・ポイソン（Ｎ．Ｐｏｉｓｓｏｎ）及びその他の者
に対して特許され且つジレット・カンパニー（Ｇｉｌｌｅｔｔｅ　Ｃｏｍｐａｎｙ）に譲
渡された、「筆記具用の把持部分（Ｇｒｉｐ　Ｐｏｒｓｉｏｎ　Ｆｏｒ　Ａ　Ｗｒｉｔｉ
ｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ）」という名称の米国意匠特許第３０７，４４４号；１９９
０年８月２１日付けで、アール・ゴウター（Ｒ．Ｇａｕｔｈｉｅｒ）に対して特許され且
つデイドレ・スタンレー（Ｄｅｉｄｒｅ　Ｓｔａｎｌｅｙ）に譲渡された、「筆記器具用
のカバー及びホルダの組み合せ体（Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ　Ｃｏｖｅｒ　Ａｎｄ　Ｈｏ
ｌｄｅｒ　Ｆｏｒ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ）」という名称の米国意匠特
許第３１０，１０１号；１９９１年１２月１７日付けで、ダブリュー・ハーベスト及びそ
の他の者に対して特許され且つジレット・カンパニーに譲渡された「筆記具（Ｗｒｉｔｉ
ｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ）」という名称の米国意匠特許第３２２，４６０号；１９９
２年２月１８日付けで、ダブリュー・ハーベスト（Ｗ．Ｈｅｒｂｓｔ）及びその他の者に
対して特許され且つディーセル・キキ・カンパニーリミテッド（Ｄｉｅｓｅｌ　Ｋｉｋｉ
　Ｃｏ．Ｌｔｄ．）に譲渡された「筆記具の外筒（Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎ
ｔ　Ｂａｒｒｅｌ）」という名称の米国意匠特許第３２４，０６８号；１９９２年７月１
４日付けで、シー・サイ（Ｃ．Ｔｓａｉ）対して特許された「マーキングペン（Ｍａｒｋ
ｉｎｇ　Ｐｅｎ）」という名称の米国意匠特許第３２７，９１２号；１９９３年８月３日
付けで、オー・タカハシ（Ｏ．Ｔａｋａｈａｓｈｉ）及びその他の者に対して特許されコ
トブキ・エンド・カンパニーリミテッド（Ｋｏｔｏｂｕｋｉ＆Ｃｏ．Ｌｔｄ．）に譲渡さ
れた「筆記具（Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｕｔｒｕｍｅｎｔ）」という名称の米国意匠特許
第３３８，０３９号；１９９３年８月３１日付けで、ビー・ウィラット（Ｂ．Ｗｉｌｌａ
ｔ）に対して特許された「筆記具（Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ）」という名
称の米国意匠特許第３３８，９１５号；１９９４年１０月１１日付けで、エス・オカ（Ｓ
．Ｏｋａ）及びその他の者に対して特許され且つペンテル（Ｐｅｎｎｔｅｌ）株式会社に
譲渡された「ボールペン（Ｂａｌｌ　Ｐｏｉｎｔ　Ｐｅｎ）」という名称の米国意匠特許
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第３５１，４１６号；１９９５年６月２０日付けで、シー・デバス（Ｃ．Ｄｅｂｂａｓ）
に対して特許された「人間工学的ペン（Ｅｒｇｏｎｏｍｉｃ　Ｐｅｎ）」という名称の米
国意匠特許第３５９，５０８号；１９９５年６月２７日付けで、テー・イナミ（Ｔ．Ｉｎ
ａｍｉ）及びその他の者に対して特許され且つペンテル・オブ・アメリカ・リミテッド（
Ｐｅｎｔｅｌ　ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ、Ｌｔｄ．）に譲渡された「筆記具用のグリップ（
Ｇｒｉｐ　Ｆｏｒ　Ａ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｕｒｕｍｅｎｔ）という名称の米国意
匠特許第３５９，７５８号；１９９５年１２月１９日付けで、シー・セング（Ｃ．Ｔｓｅ
ｎｇ）に対して特許され且つサンメックス・インポート・コーポレーション（Ｓｕｎｍｅ
ｘ　Ｉｍｐｏｒｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）に譲渡された「ボールペン（Ｂａｌｌｐｏ
ｉｎｔ　Ｐｅｎ）」という名称の米国意匠特許第３６５，３６４号；１９９６年１０月２
９日付けで、ダブリュー・クオ（Ｗ．Ｋｕｏ）に対して特許された「ボールペン（Ｂａｌ
ｌｐｏｉｎｔ　Ｐｅｎ）」という名称の米国意匠特許第３７５，１２４号；１９９７年５
月１３日付けで、エム・ローゼン（Ｍ．Ｒｏｓｅｎ）に対して特許された「リフレックス
通信器具（Ｒｅｆｌｅｘ－Ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｅｎｃｅ　Ｔｏｏｌ）」という名称の米
国意匠特許第３７９，２２７号；１８９８年１月２５日付けで、ダブリュー・ブレンド（
Ｗ．Ｂｌｅｎｄ）に対して特許された「ペンホルダ（Ｐｅｎｈｏｌｄｅｒ）」という名称
の米国特許第５９７，９４２号；１８９８年６月２８日付けで、ダブリュー・ホフマン（
Ｗ．Ｈｕｆｆｍａｎ）に対して特許された「鉛筆用ゴムアタッチメント（ＲｕｂｂｅｒＡ
ｔａｃｈｍｅｎｔ　Ｆｏｒ　Ｐｅｎｃｉｌｓ）」という名称の米国特許第６０６，５５１
号；１９０５年９月５日付けで、エー・ローズ（Ａ．Ｒｏｓｅ）に対して特許された「カ
バー付きペン、鉛筆（Ｃｏｖｅｒｅｄ　Ｐｅｎ，Ｐｅｎｃｉｌ　＆．）」という名称の米
国特許第７９８，７４９号；１９３９年９月１９日付けで、シー・ローバー（Ｃ．Ｌｏｒ
ｂｅｒ）に対し特許され且つチャールズ・ローバー（Ｃｈａｒｌｅｓ　Ｌｏｒｂｅｒ）及
びウィンフィールド・アール・オフット（Ｗｉｎｆｉｅｌｄ　Ｒ．Ｏｆｆｕｔｔ）に譲渡
された「指当てホルダ（Ｆｉｎｇｅｒ　Ｆｉｔｔｉｎｇ　Ｈｏｌｄｅｒ）」という名称の
米国特許第２，１７３，４５１号；１９４１年２月１１日付けで、イー・エー・カーン（
Ｅ．Ａ．Ｋｅｒｎ）及びその他の者に対して特許された「クッション付き鉛筆（Ｃｕｓｈ
ｉｏｎｅｄ　Ｌｅａｄ　Ｐｅｎｃｉｌ）」という名称の米国特許第２，２３１，４１０号
；１９４３年５月４日付けで、ジェイ・ジー・リピック・ジュニア（Ｊ．Ｇ．Ｌｉｐｉｃ
，Ｊｒ）に対して特許され且つジョス・リピック・ペン・カンパニー（Ｊｏｓ．Ｌｉｐｉ
ｃ　Ｐｅｎ　Ｃｏ．）に譲渡された「鉛筆等用のホルダ（Ｈｏｌｄｅｒ　Ｆｏｒ　Ｐｅｎ
ｃｉｌｓ　Ａｎｄ　Ｔｈｅ　Ｌｉｋｅ）」という名称の米国特許第２，３１８，１７１号
；１９４５年４月３日付けで、エー・シュワィツァー（Ａ．Ｓｃｈｗｅｉｔｚｅｒ）に対
して特許された「鉛筆筆記具（Ｐｉｎｃｉｌ　Ｌｅａｄ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｕｔｅｎｓｉ
ｌ）」という名称の米国特許第２，３７２，９１４号；１９５５年２月８日付けで、エフ
・エッチ・リクターケッシング（Ｆ．Ｈ．Ｒｉｃｈｔｅｒｋｅｓｓｉｎｇ）に対して特許
され且つダブリュー・エム・シセル・マニュファクチャリング・カンパニー・インコーポ
レーテッド（Ｗ．Ｍ．Ｃｉｓｓｅｌｌ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ、
Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ）に譲渡された「けば立てブラシ付きスチームガン（Ｓｔｅａ
ｍ　Ｇｕｎ　Ｗｉｔｈ　Ｃａｒｄｉｎｇ　Ｂｒｕｓｈ）」という名称の米国特許第２，７
０１，４０４号；１９５６年２月１４日付けで、ジェイ・ジェイ・クランシー（Ｊ．Ｊ．
Ｃｌａｎｃｙ）及びその他の者に対して特許され且つアーサー・デー・リトル・インコー
ポレーテッド（Ａｒｔｈｕｒ　Ｄ．Ｌｉｔｔｌｅ　Ｉｎｃ．）に譲渡された「包み込んだ
鉛筆形物品及びその製造方法（Ｗｒａｐｐｅｄ　Ｐｅｎｃｉｌ－Ｓｈａｐｅｄ　Ａｒｔｉ
ｃｌｅｓ　Ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　Ｏｆ　Ｍａｋｉｎｇ　Ｓａｍｅ）」という名称の米国
特許第２，７３４，８３８号；１９７２年１１月２８日付けで、ケー・ミュラー（Ｋ．Ｍ
ｕｌｌｅｒ）及びその他の者に対して特許され且つベイヤー・アトキンゲセルシャフト（
Ｂａｋｅｒ　Ａｋｔｉｅｎｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ）に譲渡された「成形したＡＢＳポ
リマー外筒を有する鉛筆（Ｐｅｎｃｉｌ　Ｈａｖｉｎｇ　Ａ　Ｆｏｒｍｅｄ　ＡＢＳ　Ｐ
ｏｌｙｍｅｒ　Ｂａｒｒｅｌ）」という名称の米国特許第３，７０４，０７１号；１９７
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４年１月２９日付けで、シー・ウォーカー（Ｃ．Ｗａｌｋｅｒ）に対して特許された「筆
記を容易にする溝（Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｆａｃｉｌｉｔａｔｉｎｇ　Ｇｌｏｖｅ）」という
名称の米国特許第３，７８７，８９８号；１９７５年４月１日付けで、アイ・アロンズ及
びその他の者に対して特許され且つハスブロ・インダストリーズ・インコーポレーテッド
（Ｈａｓｂｒｏ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．）に譲渡された「鉛筆シースの組成物
（Ｐｅｎｃｉｌ　Ｓｈｅａｔｈ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｓ）」という名称の米国特許第
３，８７５，０８８号；１９７６年１１月２３日付けで、アイ・アロンズ（Ｉ．Ａｒｏｎ
ｓ）及びその他の者に対して特許され且つハスブロ・インダストリーズ・インコーポレー
テッド（Ｈａｓｂｒｏ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．）に譲渡された「マーキングコ
ア及び多孔質の樹脂シースを備える鉛筆（Ｐｅｎｃｉｌ　Ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ　Ａ　Ｍ
ａｒｋｉｎｇ　Ｃｏｒｅ　Ａｎｄ　Ｐｏｒｏｕｓ　Ｒｅｓｉｎ　Ｓｈｅａｔｈ）」という
名称の米国特許第３，９９３，４０８号；１９７８年１０月３１日付けで、エヌ・パチェ
コ（Ｎ．Ｐａｃｈｅｃｏ）に対して特許された「筆記具用整形外科的指当て（Ｏｒｔｈｏ
ｐｅｄｉｃ　Ｆｉｎｇｅｒ　Ｐｉｅｃｅ　Ｆｏｒ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎ
ｔｓ）」という名称の米国特許第４，１２３，１７９号；１９７９年１２月４日付けで、
ジェイ・ルジカ（Ｊ．Ｒｕｚｉｃｋａ）及びその他の者に対して特許された「鉛筆シース
及びその組成物（Ｐｅｎｃｉｌ　Ｓｈｅａｔｈ　Ａｎｄ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ　Ｔｈ
ｅｒｅｆｏｒ）」という名称の米国特許第４，１７６，９７８号；１９８４年１２月２５
日付けで、ケー・イマムラ（Ｋ．Ｉｍａｍｕｒａ）及びその他の者に対して特許され且つ
旭化成工業株式会社（Ａｓａｈｉ　Ｋａｓｅｉ　Ｋｏｇｙｏ　Ｋａｂｕｓｈｉｋｉ　Ｋａ
ｉｓｙａ）に譲渡された「鉛筆の被覆方法（Ｍｅｔｈｏｄ　Ｏｆ　Ｃｏａｔｉｎｇ　Ａ　
Ｐｅｎｃｉｌ）」という名称の米国特許第４，４９０，４１５号；１９９３年９月１４日
付けで、ジェイ・バケレット（Ｊ．Ｂａｃｈｅｌｅｔ）及びその他の者に対して特許され
且つコンテ・エス・エー（Ｃｏｎｔｅ　Ｓ．Ａ．）に譲渡された「三軸押出し成形法によ
り鉛筆を製造する方法及び中間の保護ケーシングを有する製造された鉛筆（Ｐｒｏｃｅｓ
ｓ　Ｆｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ　Ｐｅｎｃｉｌ　Ｂｙ　Ｔｒｉ－Ｅｘｔｒｕｓ
ｉｏｎ　Ａｎｄ　Ｔｈｅ　Ｐｒｏｄｕｃｅｄ　Ｐｅｎｃｉｌ　Ｈａｖｉｎｇ　Ａｎ　Ｉｎ
ｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｃａｓｉｎｇ）」という名称の米国特許
第５，２４４，２９７号；１９９３年１０月１２日付けで、ジェイ・ガンスケ（Ｊ．Ｇａ
ｎｓｋｅ）及びその他の者に対して特許され且つダブリューアールエス・グループ・イン
コーポレーテッド（ＷＲＳ　Ｇｒｏｕｐ　Ｉｎｃ．）に譲渡された「衝撃吸収パッド（Ｓ
ｈｏｃｋ　Ａｂｓｏｒｂｉｎｇ　Ｐａｄ）」という名称の米国特許第５，２５２，３７３
号；１９９４年５月１０日付で、ジェイ・ガーション（Ｊ．Ｇｅｒｓｈｏｎ）に対して特
許された「筆記補助用具（Ｗｒｉｔｎｇ　Ａｉｄ）」という名称の米国特許第５，３１０
，３４５号；１９９４年１０月１１日付けで、エム・ダイアコウラス（Ｍ．Ｄｉａｋｏｕ
ｌａｓ）に特許された「カバー付き筆記具及びその筆記具の製造方法（Ｃｏｖｅｒｅｄ　
Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ、Ａｎｄ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｆｏｒ　Ｍａｋｉｎ
ｇ　Ｓｕｃｈ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ）」という名称の米国特許第５，
３５４，１４０号；１９９４年１０月１８日付けで、エー・スキナー（Ａ．Ｓｋｉｎｎｅ
ｒ）に対して特許された「一体化した筆記具及びゴム消し（Ｕｎｉｆｉｅｄ　Ｗｒｉｔｉ
ｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ａｎｄ　Ｅｒａｓｅｒ　Ｄｉｓｐｅｎｓｅｒ）」という名
称の米国特許第５，３５６，２３２号；１９９４年１１月１日付けで、エム・カーメン（
Ｍ．Ｋａｍｅｎ）及びその他の者に対して特許され且つレブロン・コンシューマー・プロ
ダクツ・コーポレーション（Ｒｅｖｌｏｎ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ）に譲渡された「化粧用鉛筆及びその製造方法（Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　
Ｐｉｎｃｉｌ　Ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　Ｆｏｒ　Ｍａｋｉｎｇ　Ｔｈｅ　Ｓａｍｅ）」と
いう名称の米国特許第５，３６０，２８１号；１９９４年１１月１５日付けで、アール・
パワーズ（Ｒ．Ｐｏｗｅｒｓ）に対して特許された「下降するシースを有する化粧用鉛筆
（Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｐｅｎｃｉｌ　Ｗｉｔｈ　Ｄｅｓｃｅｎｄｉｎｇ　Ｓｈｅａｔｈ）
」という名称の米国特許第５，３６４，１９７号；１９９５年３月２１日付けで、イー・
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シスウェル（Ｅ．Ｃｈｉｓｗｅｌｌ）に対して特許され且つビック・コーポレーション（
ＢＩＣ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）に譲渡された「筆記具の外筒及び筆記具の製造方法（
Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｂａｒｒｅｌ　Ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　Ｏｆ　
Ｆｏｒｍｉｎｇ　Ａ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ）」という名称の米国特許
第５，３３９，０４１号；１９９５年９月５日付けで、ダブリュー・フレイシェイカー（
Ｗ．Ｆｌｅｉｓｃｈａｋｅｒ）に対して特許された「手の圧力レベル閾値センサ（Ｈａｎ
ｄ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｌｅｖｅｌ　Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ　Ｓｅｎｓｏｒ）」という名称
の米国特許第５，４４７，１６７号；１９９５年１１月２１日付けで、デー・チェサー（
Ｄ．Ｃｈｅｓａｒ）に対して特許された「器具のハンドグリップ（Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ
　Ｈａｎｄ　Ｇｒｉｐ）」という名称の米国特許第５，４６８，０８３号；１９９５年１
１月２８日付けでビー・ルービン（Ｂ．Ｒｕｂｉｎ）に対して特許された「人間工学的手
持ち器具（Ｅｒｇｏｎｏｍｉｃ　Ｈａｎｄ－Ｈｅｌｄ　Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔ）」という名
称の米国特許第５，４７０，１６２号；１９９６年８月２７日付けで、テー・ストックラ
イン（Ｔ．Ｓｔｏｅｃｋｌｅｉｎ）に対して特許され且つショーン－スタビロ・シュワン
ハウザー（Ｓｃｈｅａｎ－Ｓｔａｂｉｌｏ　Ｓｃｈｗａｎｈａｅｕｓｓｅｒ）に譲渡され
た「鉛筆の製造方法（Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｆｏｒ　Ｔｈｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　Ｏｆ　
Ａ　Ｐｅｎｃｉｌ）」という名称の米国特許第５，５４９，７７９号；１９９６年９月１
７日付けで、ダブリュー・レイモンド（Ｗ．Ｌｅａｍｏｎｄ）に対して特許された「ゴム
消し組立体（Ｅｒａｓｅｒ　Ａｓｓｅｍｂｌｙ）」という名称の米国特許第５，５５５，
６０２号；１９９７年５月６日付けで、シー・ビストラック（Ｃ．Ｂｉｓｔｒａｃｋ）に
対して特許された「適応可能な圧力筆記具ホルダ（Ａｄａｐｔａｂｌｅ　Ｐｒｅｓｓｕｒ
ｉｎｇ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｈｏｌｄｅｒ）」という名称の米国特
許第５，６２６，４３０号；１９９７年６月１７日付けでジェイ・ウー（Ｊ．Ｗｕ）に対
して特許された「組み合せた筆記具／工具ホルダ（Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　
Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ／Ｔｏｏｌ　Ｈｏｌｄｅｒ）」という名称の米国特許第５，６３８
，５６６号；１９９７年９月２日付けでデー・ワルデン（Ｄ．Ｗａｌｄｅｎ）に対して特
許された「筆記具用グリップ補助手段（Ｇｒｉｐｐｉｎｇ　Ａｉｄ　ＦｏｒＷｒｉｔｉｎ
ｇ　Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔｓ）」という名称の米国特許第５，６６２，４２３号；１９９７
年１１月４日付けでエス・カゲヤマ（Ｓ．Ｋａｇｅｙａｍａ）及びその他の者に対して特
許され且つコトブキアンドカンパニー・リミテッド（Ｋｏｔｏｂｕｋｉ＆ＣＯ．、Ｌｔｄ
．）に譲渡された「筆記具（Ｗｅｒｉｔｎｇ　Ｔｏｏｌ）」という名称の米国特許第５，
６８３，１９１号；１９９８年２月１０日付けで、エヌ・クドウ（Ｎ．Ｋｕｄｏ）に対し
て特許され且つゼブラ・カンパニー・インコーポレーテッド（Ｚｅｂｒａ　ＣＯ．Ｌｔｄ
．）に譲渡された「筆記具（Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｔｏｏｌ）」という名称の米国特許第５，
７１６，１５２号；１９９８年４月７日付けで、エヌ・メルニック（Ｎ．Ｍｅｌｎｉｃｋ
）及びその他の者に対して特許され且つペンテック・インターナショナル・インコーポレ
ーテッド（Ｐｅｎｔｅｃｈ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．）に譲渡された「広
範囲な摩擦被覆を有する筆記具及びその製造法（Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ
　Ｗｉｔｈ　Ａ　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｂｌｅ　Ｆｒｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏａｔｉｎｇ　Ａｎ
ｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　Ｏｆ　Ｍａｋｉｎｇ）」という名称の米国特許第５，７３５，６２２
号。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の一つの目的は、感触の制御及び把持の快適さが向上した筆記具であって、比較的
硬い射出成形したプラスチックの枠組体と、より柔軟な可撓的弾力性材料からなる把持イ
ンサートとを共成形することのできる、改良された筆記具を提供することである。
【０００５】
本発明の一つの目的は、感触の制御及び把持の快適さが向上した筆記具であって、剛性な
高密度ポリプロピレンからなる枠組体と、より可撓的弾力性及び柔軟性のある熱可塑性の
ゴムエラストマーとで形成することのできる、改良された筆記具を提供することである。
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【０００６】
本発明の一つの目的は、感触の制御及び把持の快適さが向上した筆記具であって、中空の
無孔のコア部材を有する、剛性なプラスチック枠組体と、該枠組体と共成形されて該枠組
体に配置された、柔軟なゴム発泡体とを含む、改良に係る筆記具を提供することである。
【０００７】
本発明の一つの目的は、感触の制御及び把持の快適さが向上した筆記具であって、中空の
コア部材は比較的非可撓性であるにも拘わらず、把持部材の外面に空隙を導入することに
より、コア部材の回りに成形（モールディング）された把持部材が可撓的弾力性を保つこ
とのできる、改良された筆記具を提供することである。
【０００８】
本発明の一つの目的は、感触の制御及び把持の快適さが向上した筆記具であって、把持部
材にしてその可撓的弾力性を向上させ得るようにその外面に形成された複数の圧縮スロッ
トを有する把持部材を備える、改良された筆記具を提供することである。
【０００９】
本発明の一つの目的は、感触の制御及び把持の快適さが向上した筆記具であって、その可
撓的弾力性を向上させ得るようにその外面に形成された複数の凹状のディンプルを有する
把持部材を備える、改良された筆記具を提供することである。
【００１０】
本発明の一つの目的は、感触の制御及び把持の快適さが向上した筆記具であって、把持部
材の外面に凹んだディンプルを形成することにより、手触りの感触を向上させる、改良さ
れた筆記具を提供することである。
【００１１】
本発明の一つの目的は、感触の制御及び把持の快適さが向上した筆記具であって、外筒の
枠組体に配置された中空のコア部材にして、ユーザの手の個別の形状又は寸法に従って特
別注文のごとくデザインを向上させ得るよう外筒の幾何学的形状を変更させるべく外筒を
軸方向に曲げることを許容し得るように曲げ可能である中空のコア部材を含む、改良に係
る筆記具を提供することである。
【００１２】
本発明の一つの目的は、ペンが前面の上を転がるのを防止するため、外筒の外面に突き出
す突起を有する、感触の制御及び把持の快適さが向上した、改良に係る筆記具を提供する
ことである。
【００１３】
本発明の一つの目的は、外筒の周りに配置されたペンキャップに対してペンの外筒の外側
の把持を容易にすべく外筒の外面に突起を有する、感触の制御及び把持の快適さが向上し
た、改良に係る筆記具を提供することである。
【００１４】
本発明の一つの目的は、製造が容易で且つ経済的である、感触の制御及び把持の快適さが
向上した、改良に係る筆記具を提供することである。
本発明の一つの目的は、可動部品の数が最小である、感触の制御及び把持の快適さが向上
した、改良に係る筆記具を提供することである。
【００１５】
本発明の一つの目的は、極めて低コストにて極めて多量に製造することのできる、感触の
制御及び把持の快適さが向上した、改良に係る筆記具を提供することである。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、感触の制御及び把持の快適さが向上した、改良に係る筆記具であって、そのマ
ーキング（筆記）中、筆記具の保持及び制御を容易にするためその周りを広がる改良され
た外側把持面を有するペンの外筒（バレル、ｂａｒｒｅｌ）の形態を含む、筆記具を提供
するものである。通常、この外筒は、長く且つ略円筒状であるが、マーキングのために使
用する間、把持可能である任意の形状のデザインとすることができる。この外筒は、先端
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開口部および頂部開口部にして、相互に隔置されているとともにこれらの間を延びる穴に
よって相互に連結されている先端開口部および頂部開口を画成している外筒枠組体を有し
ている。この外筒枠組体は、その内部へのアクセスが容易であるように、頂部に隣接する
領域内にて外方に拡がっていることが好ましい。
【００１７】
該外筒枠組体は、先端の開口部から頂部の開口部まで長手方向に伸長する軸方向穴にして
、外筒枠組体自体と同様に、頂部の開口部に隣接する領域内にて拡がっている軸方向穴を
有していることが好ましい。好適な実施の形態において、この外筒枠組体は、その剛性及
び強度を向上させ得るように、高密度ポリプロピレンにて製造されている。外筒枠組体の
実際の材料は、それとともに共成形された外筒の把持部材よりも多少硬い任意の材料とす
ることができる。通常、この枠組体は、多少、硬い成形可能なプラスチック材料で出来て
いる。
【００１８】
外筒枠組体には、把持部分から外筒の外側把持面に沿って頂部の開口部に向けて伸長する
、長手方向の溝が形成されている。また、該外筒は、その先端の開口部に隣接して固定状
態に固着され且つその先端の開口部の周りに伸長するねじ付きカラー部材を含むことがで
きる。
【００１９】
把持部分を、先端の開口部に隣接して外筒枠組体に形成することができる。この把持部分
は、使用中、筆記具の把持を容易にし得るようにされている。この把持部分は、軸方向に
伸長する軸方向穴が形成された、管状の形状をした中空のコア部材を含むことが好ましい
。この中空のコア部材及び外筒枠組体は、把持部分の周囲に把持溝を画成する。この把持
部分は、ユーザの手の幾何学的形態に従ってその把持を容易にし得るように外筒の形状を
特別注文のように形成し得るような態様にて変形可能である。この中空のコア部材及び把
持部分は、共成形した外筒の把持部材の、より柔軟性のある材料を受け入れ得るような態
様にて把持溝を形成するようにその全体に亙って無孔であることが好ましい。
【００２０】
外筒の把持部材は、それ自体、外筒枠組体に比べ、より可撓性で且つ柔軟性のある材料で
製造されて、この可撓的弾力性を向上させ得るように熱可塑性のゴムエラストマーで成形
されることが好ましい。好適な実施の形態において、該外筒の把持部材は、外筒の把持部
分の中空のコア部材を貫通して伸長する把持溝内に固定状態に取り付けられ且つ該把持溝
に固定状態に固着されている。
【００２１】
より柔軟性のある外筒把持部材及びより剛性な筒枠組体は、共に外筒ハウジングの外側把
持面を画成する。この外筒の把持部材は、その可撓的弾力性を向上させ得るように複数の
圧縮スロット（ｃｏｍｐｒｅｓｉｏｎ　ｓｌｏｔ）及び凹状のディンプルをも画成する。
これらの圧縮スロットは、外筒の把持部材の可撓性を向上させ得るように、軸方向穴に対
して略垂直に、外筒の把持部材の外周の周りを横方向に伸長することが好ましい。改良さ
れたデザインの一つにおいて、凹状のディンプルは、これらの圧縮スロットと協働して可
撓的弾力性を更に向上させ得るような態様にて、圧縮スロット内に少なくとも一部が重な
って伸長するように配置される。
【００２２】
ユーザによる外筒の把持を容易にし得るような態様にて且つ装飾目的のため、把持領域か
ら頂部の開口部まで伸長する長手方向溝内に補助的な把持部材が配置されることも好まし
い。該補助的な把持部材は、また、その感触の制御及び把持の快適さを向上させ得るよう
に外筒枠組体よりも可撓的弾力性を有する材料で製造されている。この補助的な把持部材
は、把持部材と同様の熱可塑性のゴムエラストマーで製造し且つ外筒の把持部材と同時に
成形することができることが好ましい。殆どの実施の形態において、補助的な把持部材及
び外筒の把持部材は、把持溝内に配置された、一体に成形した１つの部材と、外筒枠組体
により画成された長手方向溝とを備えることになる。
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【００２３】
また、円錐形の案内部材にして、内部を貫通して軸方向に伸長する案内スロットを画成す
る円錐形の案内部材を含めることができる。ねじ付きカラー部材が、案内スロットが先端
の開口部及び軸方向穴と整合した状態にてその両者が固着するのを容易にすべく円錐形の
案内部材と係合可能であることが好ましい。筆記媒体を保持し且つディスペンスし得るよ
うに媒体の供給部材を含めることができ、また、インキ又はマーキング流体のような筆記
媒体を保持するリザーバと、及び媒体リザーバと流体連通状態にあり、所望通りに筆記媒
体をディスペンスすることを容易にするディスペンシング（分配）キットとを含むことが
できる。媒体の保持装置は、外筒枠組体の軸方向穴内に配置し且つ円錐形の案内スロット
に配置されて、所望に応じてマーキング（筆記）を容易にし得るようにディスペンシング
（分配）先端が貫通して外方に伸長することが好ましい。
【００２４】
【発明の実施の形態】
本発明は、本明細書の特許請求の範囲に特定的に且つ明確に記載されているが、 1つの好
適な実施の形態について以下に詳細に説明する。この説明は、添付図面を参照しつつ読む
ことにより、最も良く理解することができる。
【００２５】
本発明の筆記具１０は、外側把持面１４を画成する外筒１２を有している。この外筒１２
は、筆記具１０の使用を容易にするためユーザがその外側把持面１４にて従来の態様にて
保持し得るような設計とされている。本発明は、共成形した部材として形成されることが
好ましい、この外側把持面１４の把持及び感触の制御を向上させるものである。
【００２６】
　最初に成形される部材は、高密度ポリプロピレンのような、より剛性なプラスチックで
出来たものであることが好ましい外筒枠組体１６を備えている。この外筒枠組体１６は、
先端開口部１８と、頂部開口部２０とを有している。これらの２つの開口部は、その間に
て外筒 １６を貫通して長手方向に伸長する軸方向穴２２により互いに対して流体連
通している。
【００２７】
　外筒枠組体１６は、先端開口部１８に隣接して配置されることが好ましい把持部分２４
を形成する。この把持部分２４は、把持溝２８として形成されることが好ましい。この把
持溝は、外筒枠組体１６に形成され、この把持溝２８の基部に中空のコア部材２６がある
ようにする。中空のコア部材２６は、軸方向穴２２の外側外周の周り 伸長するライナー
であることが好ましい。好適な実施の形態において、中空のコア部材２６及び外筒枠組体
１６の外側部分により画成された把持溝２８は、無孔であり且つ外筒の把持部材３０をそ
の内部に成形するための内面を提供する。
【００２８】
外筒の把持部材３０は、外筒枠組体１６の材料よりも可撓的な弾性材料で出来ていること
が好ましい。この外筒の把持部材３０の材料は、熱可塑性のゴムエラストマーであること
が好ましいが、外筒枠組体１６の材料よりも可撓性である任意の材料でも同様の目的が達
成される。
【００２９】
　本発明に従ってペンを製造する好適な方法において、外筒枠組体１６は、高密度ポリプ
ロピレンのような、かなり剛性な材料で最初に成形され、その内部 開口部１８に隣
接してその周囲を伸長する把持溝２８を画成し、無孔の中空のコア部材２６が溝２８の底
部にあるようにする。この方法にて、外筒の把持部材３０は、把持溝２８内に成形し、把
持溝が金型を画成し、この金型内にて外筒の把持部材３０が熱可塑性のゴムエラストマー
又はその他の同様の材料で形成されるようにする。
【００３０】
　熱可塑性のゴムエラストマーのような、より柔軟性のある材料を成形する間、金型のコ
ア部材は、最終的な形態とした部材から絞り成形しなければならないため、貫通する溝又
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は穴を形成することは難しい場合がある。本発明の外筒の把持部材を形成するとき、この
問題点は、把持 ２８を無孔に形成することにより解決される。従って、成形工程が完了
した後、除去しなければならない金型部材の周りではなくて、中空のコア部材２６の周り
に形成することにより、軸方向穴が熱可塑性のゴムエラストマーにて形成される。このよ
うに、この柔軟性のある材料で出来た外筒の把持部材３０は、後に除去しなければならな
い軸のような、金型の内部構成要素よりも、高密度ポリプロピレンの中空のコア部材によ
り接着する傾向となる。このため、この改良に係る成形方法によれば、かかる金型部品に
接着する熱可塑性のゴムエラストマーの傾向は、問題どころではなく、むしろ 1つの有利
な点となる。その理由は、最終的な形態において、外筒の把持部材３０と中空のコア部材
２６とが接着していることが望まれるからである。このようにして、製造が著しく容易と
なり、しかも熱可塑性のゴムエラストマーから成る改良に係る把持部材３０を有する筆記
具の設計が改良される。この熱可塑性のエラストマーは、固定状態にて成形され且つ高密
度ポリプロピレンのようなより硬質の材料で出来た外筒の枠組体の把持溝２８内に固着さ
れている。
【００３１】
その媒体リザーバ３６内に筆記媒体３４を含む設計とされた、本発明による従来の媒体供
給手段３２が本発明に含まれる。この媒体供給手段３２は、従来の方法にてマーキングを
する間又はそれで筆記する間に、媒体を分配（ディスペンス）する分配（ディスペンシン
グ）先端３８を有することになる。この分配先端３８は、ボールペン分配先端と、隣接す
る任意の基層にマーキング（筆記）するとき、筆記媒体を解放する設計とされた従来のマ
ーキングヘッドのフェルトマーキングニブとを備えることができる。
【００３２】
　外筒の把持部材３０を成形すること及び把持溝２８内に該把持部材が添着されることに
より、中空のコア部材２６の剛性のため、可撓的弾力性の一部が失われる。この可撓的弾
力性は、把持部材３０の外面に複数の圧縮スロット（ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｓｌｏｔ
）４２を含めることにより回復される。これらの圧縮スロット４２は、任意の方向に方向
決めすることができるが、図２に図示した好適な形態においては、 部材３０の最外側
の円筒状の把持面の周りで、少なくとも部分的に周方向に伸長する。また、複数の凹状の
ディンプル４４を外筒の把持部材３０の好ましくは凹状の外側把持面に配置することがで
きる。凹状のディンプル４４及び圧縮スロット４２の各々は、その可撓的弾力性を向上さ
せるべく、外筒の把持部材３０の全体的な構造に対して柔軟性及び可撓性を付与する。デ
ィンプル４４及びスロット４２は、また、多少、装飾的であり、また、ユーザが筆記具を
把持するときの感触の制御及び快適さを向上させる。
【００３３】
この可撓的弾力性を最大にすることに更に資するように、圧縮スロット４２及び凹状のデ
ィンプル４４は、互いに重なり合いその間に同程度に伸長する領域４６を画成し、重なり
合うスロット４２とディンプル４４との間における協働した関係のため、この領域が多数
方向への柔軟性及び可撓的弾力性を追加するようにすることができる。
【００３４】
本発明の筆記具１０の形態を特別注文（カスタムメイド）のようにする能力を更に提供す
るため、中空のコア部材２６における把持部分２４は、曲げ可能な部分４０を有すること
が好ましい。この曲げ可能な部分４０は、筆記具１０の長手方向に伸長する軸方向への幾
何学的形態を変化させることができる。１つの好適な形態において、筆記具に曲げ可能な
部分４０を形成するため、中空のコア部材２６自身の長手方向に伸長する全体が曲げ可能
とされ、筆記具の軸方向への幾何学的形態が特別注文のように現在のユーザの寸法、形状
および使用方法に合うように曲げられるようにされている。
【００３５】
　好適な実施の形態において、外筒枠組体１６は、また、長手方向に伸長する溝４８を画
成し、この溝４８が、把持溝２８から 開口部２０の直ぐ隣りの端部分までの全距離を
伸長するようにする。この長手方向溝４８は、装飾的であり且つ外筒１２の外面の把持特
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徴を向上させ得るようにすることができる。補助的な把持部材５０は、その把持を容易に
し且つ装飾目的のため、長手方向溝４８内に配置されることが好ましい。長手方向溝４８
は、把持溝２８と流体連通状態にあることが好ましい。このようにして、補助的な把持部
材５０は、外筒把持部材３０と同時に且つ同一の材料で形成することができる。また、外
筒の把持部材３０及び補助的な把持部材５０は、把持溝２８及び長手方向溝４８を完全に
貫通して伸長する１つの連続的な把持促進部材となるように単一の一体品として形成する
ことも好ましい。
【００３６】
更なる装飾的又は情報提供の目的にて、長手方向溝４８内にデザイン表示部材５２を配置
することが可能である。このデザイン表示部材５２は、商標又はその他の装飾的情報の標
識を表示し得ることが好ましい。このデザイン表示部材５２は、長手方向溝４８内にて外
筒の枠組体１６と同一の材料で形成され且つ長手方向溝４８内の所定位置に補助的な把持
部材５０を配置した後に、見えるように上方に伸長することが好ましい。このようにして
、このデザイン表示部材５２は、図５に最も良く図示するように、装飾的又は情報提供の
目的のため、最終的に形成された筆記具１０にて見えるようになる。
【００３７】
本発明の筆記具１０の好適な実施の形態において、外筒枠組体１６は、把持を容易にし且
つ軸方向穴２２の内部部分へのアクセスを容易にするためその端部に拡がり部分５４を有
している。外筒枠組体１６のこの拡がり部分５４は、必要であるならば、内部に直接、存
在する軸方向穴２２の部分が拡がって新たな媒体の供給部材３２を交換するときに必要と
なるであろうとき、軸方向穴２２へのアクセスを容易にすることができる。
【００３８】
本発明の筆記具１０の先端開口部１８に隣接して、円錐形の部材５６を設けることができ
る。この円錐形の部材５６は、任意の便宜な方法にて外筒枠組体１６に固着し得るように
されている。この外筒枠組体１６は、図３に最も良く図示するように、固定状態に固着さ
れたねじ付きカラー６０を画成することが好ましい。このねじ付きカラー６０は、円錐形
の案内部材５６の同様の合わせ部材に係合し、円錐形の案内部材５６を貫通して軸方向に
伸長する案内スロット５８が外筒の枠組体部材１６の軸方向穴２２に対して整合するよう
にする。
【００３９】
本発明の更なる実施の形態において、キャップ６２は、先端開口部の外側を伸長する外筒
１２の一端の頂部開口部２０の外側に又は先端開口部１８の外側に係合するようにスナッ
プ嵌めするように位置決めすることが可能である。先端開口部１８の外側を伸長するとき
、キャップは、筆記媒体を乾燥させ又は不必要に分配しないような設計とされている。頂
部開口部２０の外側に配置したとき、キャップは、紛失を防止するめに格納可能な設計と
されている。
【００４０】
本発明の外筒枠組体１６は、その外筒を平坦な面の上に水平に配置したとき、ペンが転が
らないような設計とされた複数の突き出し突起を更に備えている。これらの突き出し突起
は、その頂部開口部２０に隣接して外筒１２に対してキャップ６２が分離可能に係合する
のを容易にし得るように、頂部開口部２０の外側を伸長するように通常、配置されたとき
、キャップ６２に係合可能にし得る点にて更なる二次的な目的を有している。
【００４１】
本発明の筆記具１０は、独創的な方法にて実際に共成形された独特な成形の設計デザイン
を提供するものであり、この場合、２つの異なる材料が単一の最終的な構造体を形成し、
成形した材料が互いに対して固定状態に固着される。この方法の場合、高密度ポリプロピ
レン材料が最初に成形されて一つの枠組体を形成し、その後に、熱可塑性のゴムエラスト
マーを形成して、外筒枠組体に形成された１つの以上の溝にすることができる。この第二
の成形材料は、遥かにより柔軟性があり且つ枠組体と比較して可撓的弾力性が向上した熱
可塑性のゴムエラストマーであることが好ましい。従って、堅固な基本的なペンの形態を
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より柔軟で且つより柔軟性のある把持部材と共成形し、これまでに公知でない独特な成形
方法により全体として改良されたペン構造体を提供することが可能である。より硬いプラ
スチックのコアの周りに形成されているため、熱可塑性のゴムエラストマーの可撓的弾力
性は、多少、低下するものの、その外面に形成された複数の空隙を含めることによりその
柔軟性を回復できる。これらの複数の空隙は、その凸状の外側把持面の感触の制御及び把
持の快適さを著しく向上させる、ディンプル又は溝の形態とすることが好ましい。
【００４２】
本発明の特別な実施の形態を図面に図示し且つ上記にて説明したが、この組み合わせ体の
色々な構成要素の形態、配置及び位置決めの点にて多数の変更を加え得ることが明らかで
あろう。このことを考慮して、本明細書にて開示した、本発明の好適な実施の形態は、単
に一例にしか過ぎず、本発明の範囲を何ら限定することを意図するものではないことを理
解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の改良に係る筆記具の一つの実施の形態の斜視図である。
【図２】本発明の改良に係る筆記具の一つの実施の形態の断面図である。
【図３】本発明の改良に係る筆記具の一つの実施の形態の側面図である。 .
【図４】本発明の改良に係る筆記具の一つの実施の形態の側面断面図である。
【図５】本発明の改良に係る筆記具の一つの実施の形態の端部断面図である。
【図６】頂部がマーキングの用意が整ったその頂端部に取り付けられた状態にて示す、改
良に係る筆記具の平面図である。
【図７】図示する目的のために頂端部及び先端部の双方に配置されたキャップを示す、本
発明の改良に係る筆記具の一つの実施の形態の側面断面図である。
【符号の説明】
１０　筆記具　　　　　　　　　　１２　外筒
１４　外側把持面　　　　　　　　１６　外筒枠組体
１８　先端開口部　　　　　　　　２０　頂部開口部
２２　軸方向穴　　　　　　　　　２４　把持部分
２６　中空のコア部材　　　　　　２８　把持溝
３０　外筒の把持部材　　　　　　３２　媒体供給手段
３４　筆記媒体　　　　　　　　　３６　媒体リザーバ
３８　分配先端　　　　　　　　　４０　曲げ可能な部分
４２　圧縮スロット　　　　　　　４４　ディンプル
４６　伸長する領域　　　　　　　４８　長手方向に伸長する溝
５０　補助的な把持部材　　　　　５２　デザイン表示部材
５４　拡がり部分　　　　　　　　５６　円錐形の部材
５８　案内スロット　　　　　　　６０　ねじ付きカラー
６２　キャップ　　　　　　　　　６４　突き出す突起

10

20

30

(16) JP 3718379 B2 2005.11.24



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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